
　

金
融
部
門
は
、
新
政
権
に
よ
る
改
革

が
も
っ
と
も
顕
著
に
進
ん
で
い
る
分
野

の
ひ
と
つ
だ
。
二
〇
一
二
年
四
月
の
管

理
フ
ロ
ー
ト
為
替
制
度
へ
の
移
行
と
、

二
〇
一
三
年
七
月
の
新
中
央
銀
行
法
公

布
に
よ
る
中
央
銀
行
の
独
立
性
の
強
化

は
、
国
内
外
の
新
聞
の
紙
面
を
に
ぎ
わ

せ
た
。
積
年
の
課
題
で
あ
っ
た
複
雑
な

多
重
為
替
制
度
と
、
財
政
赤
字
を
紙
幣

増
刷
で
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
生
じ

る
高
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
こ
れ
ら

の
改
革
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
て
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
経
済
発
展
に
弾
み
を
つ
け
る

だ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
報
道
に
は
み
な

ぎ
っ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
期
待
に
水
を
差
す
よ
う
だ

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
金
融
政
策
が
た
だ

ち
に
機
能
し
て
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
を

も
た
ら
す
と
は
残
念
な
が
ら
考
え
に
く

い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
銀
行
の
行
動
目

標
は
、
物
価
の
安
定
と
通
貨
チ
ャ
ッ
ト

の
価
値
の
安
定
で
あ
る
。
通
常
、
中
央

銀
行
は
政
策
金
利
や
通
貨
供
給
量
⑴

の

調
整
と
い
っ
た
金
融
政
策
手
段
を
用
い

て
、
需
要
を
刺
激
あ
る
い
は
抑
制
す
る

こ
と
で
景
気
の
変
動
を
緩
和
し
て
、
物

価
・
通
貨
価
値
の
安
定
を
図
る
。
し
か

し
な
が
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
中
央
銀
行
が

対
峙
す
る
金
融
部
門
は
後
述
す
る
よ
う

に
依
然
と
し
て
未
発
達
で
、
金
融
政
策

が
機
能
す
る
仕
組
み
は
確
立
し
て
い
な

い
。
む
し
ろ
、
金
融
政
策
の
仕
組
み
と

そ
れ
を
と
り
ま
く
金
融
部
門
は
発
展
に

向
け
た
長
い
道
の
り
の
端
緒
に
着
い
た

ば
か
り
だ
。

　

本
稿
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
金
融
部

門
の
改
革
の
評
価
と
展
望
を
試
み
る
。

●�

改
革
前
の
財
政
優
位
（F

iscal�
D
o
m
in
an
ce

）

　

新
政
権
が
進
め
る
改
革
の
前
後
で
、

金
融
・
為
替
政
策
の
枠
組
み
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
か
を
対
比
す
る
た

め
、
ま
ず
改
革
以
前
の
状
態
を
確
認
し

よ
う
。
改
革
以
前
の
金
融
・
為
替
政
策

の
枠
組
み
を
表
現
す
る
に
は
、
財
政
優

位
と
い
う
言
葉
が
最
適
だ
。

　

改
革
以
前
に
は
、
中
央
銀
行
は
政
府

の
「
財
布
」
と
し
て
歳
出
を
賄
っ
て
き

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
歳
出
規
模
は

必
ず
し
も
大
き
く
な
か
っ
た
が
、
近
隣

諸
国
と
比
較
し
て
も
極
端
に
少
な
い
租

税
収
入
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
比

の
わ
ず
か
四
％
前
後
で
、
ア
ジ
ア
諸
国

の
な
か
で
は
最
も
低
い
）
が
災
い
し
、

財
政
収
支
は
慢
性
的
に
赤
字
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
財
政
赤
字
の
大
部

分
を
紙
幣
の
増
刷
で
賄
う
こ
と
が
、
中

央
銀
行
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
通
過
供
給
量
は
、
財
政
赤
字
の
大

き
さ
に
よ
っ
て
受
動
的
に
決
め
ら
れ
、

結
果
的
に
通
貨
が
超
過
供
給
に
な
り
、

年
率
三
〇
％
程
度
の
高
い
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
招
い
た
。
な
お
余
談
だ
が
、

中
央
銀
行
に
金
融
政
策
局
（M

o
n
e-

tary P
o
licy D

ep
artm

en
t

）
と
い

う
部
局
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
新
政
権

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
主

体
的
な
金
融
政
策
が
な
か
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

為
替
制
度
は
形
式
的
に
は
固
定
為
替

相
場
制
で
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
は

（
民
間
部
門
に
と
っ
て
は
）
自
由
変
動

相
場
制
で
あ
っ
た
。
公
定
為
替
レ
ー
ト

は
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
特
別

引
き
出
し
権
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
と
い
う
通
貨

バ
ス
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝

八
・
五
〇
チ
ャ
ッ
ト
で
固
定
さ
れ
、
三

〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
一
度
も
切
り
下

げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
公

定
レ
ー
ト
が
適
用
さ
れ
た
の
は
国
営
企

業
や
省
庁
等
の
公
的
部
門
内
の
外
貨
供

出
・
分
配
だ
け
で
あ
っ
た
。
公
的
部
門

に
お
け
る
公
定
レ
ー
ト
で
の
外
貨
の
供

出
・
配
分
は
、
一
九
八
八
年
ま
で
続
い

た
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
の
計
画
経
済
的

な
外
貨
集
中
管
理
制
度
の
遺
構
だ
ろ
う
。

　

民
間
部
門
に
は
外
貨
の
供
出
・
分
配

は
な
く
、
輸
出
入
企
業
が
自
由
な
価
格

付
け
で
外
貨
を
売
買
す
る
こ
と
が
黙
認

さ
れ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
外
貨
市
場

が
発
達
し
た
。
こ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

市
場
に
中
央
銀
行
が
介
入
す
る
こ
と
は

な
く
、
為
替
レ
ー
ト
は
慢
性
的
な
高
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で
減
価
を
続

け
た
。
二
〇
〇
七
年
九
月
に
は
、
公
定

レ
ー
ト
五
・
六
チ
ャ
ッ
ト
／
Ｕ
Ｓ
ド
ル

特集   ミャンマー改革の３年
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に
対
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
市
場
で
は

一
三
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
／
Ｕ
Ｓ
ド
ル
以
上

で
取
引
さ
れ
、
レ
ー
ト
の
乖
離
は
二
〇

〇
倍
以
上
に
達
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
部
門
に
対
し
て
は
、
外

貨
の
出
所
に
よ
り
用
途
を
制
限
す
る
貿

易
・
為
替
規
制
が
と
ら
れ
た
た
め
、
一

種
類
の
外
貨
に
複
数
の
価
格
が
つ
く
多

重
為
替
レ
ー
ト
状
態
が
生
じ
た
。
例
え

ば
、
民
間
企
業
が
政
府
か
ら
輸
入
許
可

を
得
て
行
う
公
式
な
輸
入
に
は
、
出
稼

ぎ
労
働
者
の
海
外
送
金
で
得
ら
れ
た
外

貨
の
使
用
を
認
め
ず
、
輸
出
許
可
を
取

得
し
た
公
式
な
輸
出
で
獲
得
し
た
外
貨

し
か
使
用
で
き
な
い
と
い
う
規
制
が
あ

り
、
使
い
勝
手
の
劣
る
海
外
送
金
の
外

貨
が
輸
出
獲
得
外
貨
よ
り
も
低
い
価
格

で
取
引
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
改
革
前
の
金
融
・
為

替
制
度
は
、
形
式
的
に
は
公
的
部
門
に

必
要
な
資
金
・
外
貨
を
配
分
す
る
た
め

の
制
度
だ
と
括
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

方
、
民
間
部
門
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
外
貨
市
場
が
蔓
延
っ
た
。

●�

改
革
で
何
が
変
わ
っ
た
の
か
⑴

─
外
国
為
替
制
度
─

　

二
〇
一
二
年
四
月
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

新
会
計
年
度
年
初
か
ら
為
替
制
度
は
管

理
フ
ロ
ー
ト
制
と
な
り
、
中
央
銀
行
と

市
中
銀
行
の
間
の
外
貨
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
決
ま
る
外
貨
の
価
格
が
新
し
い
公
式

市
場
レ
ー
ト
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
公

定
レ
ー
ト
と
い
え
ば
、
三
〇
年
以
上
固

定
さ
れ
た
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝
八
・
五
チ
ャ
ッ

ト
で
あ
り
、
こ
れ
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

決
定
さ
れ
る
市
場
レ
ー
ト
に
改
め
ら
れ

た
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
市
場
並
み
の
八
一
八
チ
ャ
ッ
ト
／

Ｕ
Ｓ
ド
ル
の
初
値
が
つ
い
た
。

　

為
替
制
度
改
革
に
は
二
つ
の
大
き
な

成
果
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
外
貨
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
と
い
う
市
場
取
引
で
決
ま
る

為
替
レ
ー
ト
が
公
式
レ
ー
ト
と
し
て
経

済
全
体
に
周
知
さ
れ
る
仕
組
み
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

チ
ャ
ッ
ト
を
大
幅
に
過
大
評
価
し
た
公

定
レ
ー
ト
が
廃
止
さ
れ
て
、
公
的
部
門

内
の
個
々
の
国
営
企
業
の
採
算
が
よ
り

明
確
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
個
々
の
国

営
企
業
の
採
算
を
明
確
に
す
る
こ
と

は
、
こ
の
先
に
控
え
る
国
営
企
業
改
革

と
財
政
の
健
全
化
に
筋
道
を
つ
け
る
意

味
が
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
い
え
ば
為

替
制
度
改
革
の
当
面
の
成
果
は
こ
れ
ぐ

ら
い
で
あ
る
。

　

為
替
制
度
の
変
更
に
は
大
き
な
混
乱

は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
？　

ま
ず
、
民
間
部
門
は
、
そ
も
そ
も
公
定

レ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
直
接
の
影
響
は
な
か
っ
た
。
中
央

銀
行
と
の
外
貨
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
市
中
銀
行
は
好
き
な
だ
け
外
貨
を

購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る

が
、
そ
う
し
た
需
要
は
す
で
に
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
市
場
で
も
満
た
さ
れ
て
い

た
。
実
際
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
取
引

は
当
初
非
常
に
低
調
だ
っ
た
。
他
方
、

公
的
部
門
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
公
定

レ
ー
ト
が
大
幅
に
切
り
下
げ
ら
れ
る
こ

と
で
、
公
的
輸
出
部
門
の
収
益
は
名
目

上
大
幅
に
改
善
し
、
公
的
輸
入
部
門
の

収
益
は
大
幅
に
悪
化
し
た
が
、（
仮
に

公
的
部
門
の
貿
易
収
支
が
均
衡
し
て
い

た
と
す
れ
ば
）
こ
れ
は
公
的
部
門
内
で

行
わ
れ
て
い
た
利
益
の
付
け
替
え
が
是

正
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
為
替
制
度
の

変
更
に
と
も
な
う
混
乱
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
も
、
そ
れ
ま
で
の
固
定
為
替
制

度
が
い
か
に
形
骸
化
し
て
い
た
か
が
推

し
量
れ
る
。

　

民
間
部
門
に
よ
り
直
接
的
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
は
、
む
し
ろ
貿
易
・
為
替

規
制
の
改
革
だ
。
外
貨
の
出
所
に
よ
り

用
途
を
制
限
す
る
規
制
が
二
〇
一
二
年

四
月
に
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
市
場
に
て
複
数
の
為
替

レ
ー
ト
で
取
引
さ
れ
て
い
た
外
貨
が
、

ほ
ぼ
統
一
さ
れ
た
価
格
で
取
引
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
民
間
部
門

に
お
け
る
外
貨
取
引
の
効
率
性
が
よ
く

な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

さ
て
、
為
替
制
度
に
話
を
戻
す
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
は
、

必
ず
し
も
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
に
つ
な

が
る
仕
組
み
で
は
な
い
。
中
央
銀
行
は

外
為
業
務
を
行
う
市
中
銀
行
お
よ
び
公

認
両
替
商
に
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
決
ま

る
公
式
市
場
レ
ー
ト
か
ら
所
定
の
価
格

差
内
で
外
貨
の
売
買
を
行
う
よ
う
規
制

し
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

導
入
後
も
、
多
く
の
外
貨
取
引
は
引
き

続
き
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
外
貨
市
場
で

行
わ
れ
て
お
り
、
中
央
銀
行
の
規
制
が

及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
外
貨
が
自
由
に
価

格
付
け
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
公
式
市
場
レ
ー
ト
が
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
外
貨
市
場
の
為
替

レ
ー
ト
を
追
随
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ

る
。

　

仮
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
外
貨
市
場

で
為
替
レ
ー
ト
が
大
き
く
変
動
し
た
際

に
、
中
央
銀
行
は
為
替
レ
ー
ト
の
動
き

を
緩
和
で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

外
貨

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
中
央
銀
行
が
為
替
市

場
に
介
入
す
る
政
策
手
段
で
あ
る
が
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
取
引
さ
れ
る
外
貨
の

規
模
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
市
場
と
比
べ

て
小
さ
い
。
ま
た
、
為
替
市
場
へ
の
介

入
が
効
果
を
持
つ
た
め
に
は
、
補
完
的

な
金
融
政
策
（
不
胎
化
政
策
）
が
不
可

欠
と
の
見
方
が
一
般
的
だ
が
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
場
合
、
後
述
す
る
よ
う
に
金
融

政
策
を
実
施
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
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な
い
。
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
の
実
態
は
、

自
由
変
動
相
場
制
に
近
い
。

●�
改
革
で
何
が
変
わ
っ
た
の
か
⑵

─
金
融
政
策
の
枠
組
み
─

　

次
に
二
〇
一
三
年
七
月
の
新
中
央
銀

行
法
公
布
に
よ
る
中
央
銀
行
の
独
立
性

の
強
化
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。
中
央
銀
行
が
財
政
歳
入
省
か

ら
分
離
さ
れ
た
こ
と
で
、
た
だ
ち
に
財

政
赤
字
の
紙
幣
増
刷
に
よ
る
埋
め
合
わ

せ
が
な
く
な
り
、
物
価
が
安
定
す
る
の

だ
ろ
う
か
？　

残
念
な
が
ら
、
物
事
は

そ
う
単
純
で
は
な
い
。

　

中
央
銀
行
の
独
立
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
は
確
か
に
大
き
な
進
歩
で
あ
り
、
今

後
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
無
秩
序
な
貨

幣
の
供
給
は
回
避
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
政

府
の
財
政
赤
字
は
構
造
的
な
問
題
で
あ

り
簡
単
に
は
解
消
で
き
な
い
が
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
の
指
導
の
も
と
で
財
政
赤
字
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
手
段
と
し
て
国
債
が
重
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
通
貨
の
過
剰
供
給

に
は
歯
止
め
が
か
か
る
と
期
待
で
き
る
。

　

し
か
し
、
目
下
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央

銀
行
が
直
面
し
て
い
る
の
は
、
物
価
を

安
定
さ
せ
る
た
め
の
金
融
政
策
手
段
が

き
わ
め
て
限
ら
れ
、
か
つ
金
融
政
策
の

波
及
経
路
と
な
る
金
融
市
場
が
未
発
達

で
あ
る
と
い
う
問
題
だ
。
金
融
政
策
が

機
能
し
な
い
と
す
れ
ば
、
外
国
投
資
流

入
の
急
増
や
資
源
価
格
の
高
騰
と
い
っ

た
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
て
、
中
央
銀
行
に

は
物
価
を
安
定
さ
せ
る
術
が
な
い
。

　

こ
の
金
融
政
策
が
機
能

し
な
い
と
い
う
状
況
を
も

う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ

う
。

　

通
常
、
中
央
銀
行
は
政

策
金
利
や
通
貨
供
給
量
の

調
整
な
ど
の
金
融
政
策
手

段
を
用
い
て
、
投
資
あ
る

い
は
消
費
の
需
要
を
変
化

さ
せ
て
物
価
の
安
定
化
を

図
る
。
こ
こ
で
は
い
く
つ

か
の
前
提
が
あ
る
。
ひ
と

つ
は
銀
行
の
貸
出
金
利
が

上
が
る
と
、
企
業
が
借
入

に
よ
る
投
資
を
減
ら
す
と
い
う
具
合

に
、
金
利
の
変
化
が
銀
行
の
ロ
ー
ン
の

供
給
量
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
中
央
銀
行
が

金
融
市
場
に
通
貨
の
供
給
量
を
増
や
す

と
、
銀
行
の
ロ
ー
ン
が
増
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
必
ず
し
も
こ
う
し
た
金
融
政
策
が

波
及
す
る
た
め
の
前
提
が
成
り
立
っ
て

い
な
い
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
市
中
銀
行
は
、
資
金

的
な
余
力
に
見
合
っ
た
十
分
な
貸
し
出

し
を
行
わ
ず
、
多
く
の
余
剰
資
金
・
流

動
資
産
を
抱
え
て
い
る
。
貸
出
を
行
っ

て
い
る
の
は
主
に
民
間
銀
行
で
あ
る

が
、
民
間
銀
行
合
算
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
を
み
る
と
、

預
金
残
高
に
対
す
る
ロ
ー
ン
残
高
の
比

率
は
六
七
％
と
低
い
。
市
中
銀
行
が
余

剰
資
金
を
抱
え
て
い
る
状
態
で
は
、
中

央
銀
行
が
市
中
銀
行
に
資
金
を
貸
し
出

す
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
通
貨
供
給
量
の
調

整
に
役
立
っ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
、

二
〇
一
二
年
九
月
に
中
央
銀
行
は
預
金

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く

り
、
一
種
の
中
央
銀
行
証
券
を
発
行
し

て
市
中
銀
行
か
ら
流
動
性
を
吸
収
す
る

金
融
市
場
の
創
設
を
試
み
て
い
る
が
、

市
中
銀
行
の
反
応
は
鈍
い
。
ま
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
銀
行
は
市
中
銀
行
の

貸
出
金
利
を
直
接
的
に
統
制
し
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
金
利
の
変
化
が
銀
行
の

貸
出
量
の
変
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な

い
。

　

皮
肉
な
こ
と
に
、
中
央
銀
行
の
独
立

性
が
高
め
ら
れ
た
後
も
、
金
融
政
策
の

主
な
手
段
は
、
財
政
赤
字
の
貨
幣
的

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
は
年
率
六
％
前
後
で

成
長
し
て
い
る
の
で
、
経
済
規
模
に
応

じ
て
通
貨
供
給
量
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
手
段
は
何
か
？　

ま
ず
、
中
央
銀
行
か
ら
市
中
銀
行
へ
の

貸
出
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
通
貨
供
給
量
の
調

整
手
段
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
他
方
、

財
政
赤
字
の
紙
幣
増
刷
に
よ
る
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
中
央
銀
行
が
政
府

と
協
議
し
て
政
府
の
借
入
に
お
け
る
国

債
と
紙
幣
増
刷
の
割
合
を
操
作
す
る
こ

と
で
、
現
金
通
貨
の
供
給
量
の
調
整
に

活
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
通
貨
に
占
め
る
現
金
の
割
合
が

依
然
と
し
て
三
六
％
（
Ｍ
2
比
、
二
〇

一
三
年
三
月
時
点
）
と
高
く
、
現
金
通

貨
供
給
量
の
調
整
が
重
要
な
金
融
政
策

手
段
に
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
資
料

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
度
に
紙
幣
増

刷
で
賄
わ
れ
た
財
政
赤
字
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

一
・
四
％
に
達
し
、
二
〇
一
三
年
度
も

一
％
を
維
持
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
状
況
で
は
、
中
央
銀
行
は
機

動
的
な
金
融
政
策
が
打
て
な
い
。

「中央銀行独立の瞬間？」
新中央銀行法公布により、看板の「財政歳入省（Ministry of 
Finance & Revenue）」傘下「ミャンマー中央銀行（Central 
Bank of Myanmar）」から、「財政歳入省」の文字を手作業で
外している。ミャンマー中央銀行本店（ネピドー）の理事会
会議室にて（2013 年 7 月 11 日、筆者撮影）
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●
金
融
改
革
に
お
け
る
課
題

　

金
融
政
策
が
機
能
し
な
い
理
由
と
し

て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
市
中
銀
行
が
、
資

金
的
な
余
力
に
見
合
っ
た
貸
し
出
し
を

行
わ
な
い
こ
と
を
前
記
で
指
摘
し
た

が
、
で
は
な
ぜ
銀
行
は
与
信
し
な
い
の

か
？　

こ
れ
に
は
、
市
中
銀
行
に
対
す

る
規
制
が
厳
格
な
担
保
主
義
で
か
つ
担

保
の
掛
け
目
が
低
く
規
制
さ
れ
て
い
る

た
め
だ
と
か
、
あ
る
い
は
信
用
度
の
高

い
借
り
手
が
い
な
い
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
根
本
的
に

は
、
債
権
者
保
護
の
仕
組
み
が
な
く
、

か
つ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
経
済
活
動
が

跋ば
っ
こ扈
し
て
い
る
こ
と
が
最
も
深
刻
な
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

債
権
者
保
護
と
は
、
借
り
手
に
借
り

た
お
金
を
銀
行
に
返
さ
せ
る
仕
組
み
で

あ
る
。
ロ
ー
ン
の
返
済
が
滞
る
と
、
法

廷
で
の
手
続
き
を
経
て
、
銀
行
は
担
保

を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
担
保
の
差
し
押
さ
え
が
銀
行
に
多

大
な
時
間
と
コ
ス
ト
を
要
す
る
場
合
、

借
り
手
は
銀
行
の
足
元
を
み
て
故
意
に

お
金
を
返
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら

に
銀
行
は
そ
う
し
た
借
り
手
の
行
動
を

見
越
し
て
、
そ
も
そ
も
お
金
を
貸
さ
な

い
。
借
り
手
が
お
金
を
返
さ
な
い
あ
る

い
は
返
せ
な
い
場
合
に
、
そ
れ
を
円
滑

に
処
理
す
る
法
的
枠
組
み
が
債
権
者
保

護
で
あ
り
、
債
権
者
保
護
が
な
い
と
、

銀
行
は
私
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

確
実
に
資
金
を
回
収
で
き
る
相
手
に
し

か
お
金
を
貸
さ
な
い
と
い
う
事
態
が
生

じ
る
。

　

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
経
済
活
動
が
蔓は
び

延こ

っ
て
い
る
こ
と
も
状
況
を
悪
く
し
て

い
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
経
済
活
動

を
し
て
い
る
企
業
の
財
務
状
況
を
外
部

か
ら
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
銀
行
に
と
っ
て
借
り
手
と
な
る

企
業
の
返
済
能
力
を
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
借
り
手
で
あ
る
企
業
か
ら

の
ロ
ー
ン
の
返
済
が
滞
っ
た
場
合
、
本

当
に
返
せ
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
単
に

資
産
を
隠
し
て
い
る
の
か
、
銀
行
か
ら

み
て
も
わ
か
ら
な
い
。
実
際
に
そ
う
し

た
資
産
隠
し
は
広
範
に
行
わ
れ
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
二
〇
一
三
年

九
月
に
国
税
局
は
高
額
納
税
企
業
上
位

五
〇
〇
社
の
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
が
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
誰
も
が
知
る
旧
軍
政
ク

ロ
ー
ニ
ー
企
業
の
い
く
つ
か
は
低
い
順

位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
租
税
回
避
、

資
産
隠
し
の
疑
い
が
高
い
。
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
経
済
活
動
が
蔓
延
っ
て

い
る
こ
と
も
、
銀
行
の
貸
出
を
難
し
く

し
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
経
済
活
動
は
何

も
企
業
に
限
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
銀

行
に
つ
い
て
も
同
様
に
疑
惑
の
目
が
向

け
ら
れ
て
い
る
。
市
中
銀
行
同
士
で
の

金
融
取
引
は
稀
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年

八
月
か
ら
外
貨
売
買
の
銀
行
間
取
引

（
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
が

開
設
さ
れ
た
が
、
外
貨
の
売
買
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
市
中
銀
行
が
互
い

の
財
務
状
況
に
疑
念
を
持
っ
て
お
り
、

決
済
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
取
引
を
躊
躇

し
て
い
る
こ
と
も
一
因
だ
。
こ
う
し
た

状
況
で
は
銀
行
間
で
資
金
を
融
通
し
あ

う
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
成
り
立
た
た
ず
、
急

に
資
金
が
必
要
に
な
る
場
合
に
備
え
て

各
銀
行
が
余
剰
資
金
を
抱
え
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

債
権
者
保
護
の
仕
組
み
作
り
や
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
経
済
活
動
の
フ
ォ
ー
マ

ル
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
市
中
銀
行
の

貸
出
が
伸
び
、
市
中
銀
行
が
互
い
に
あ

る
い
は
中
央
銀
行
か
ら
資
金
を
融
通
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
機
動
的

な
金
融
政
策
が
可
能
に
な
る
。
債
権
者

保
護
の
仕
組
み
作
り
や
経
済
活
動
の

フ
ォ
ー
マ
ル
化
は
、
為
替
制
度
改
革
や

中
央
銀
行
の
独
立
性
の
強
化
と
い
っ
た

派
手
で
目
立
つ
改
革
と
比
べ
て
地
道
な

改
革
の
積
み
重
ね
を
要
す
る
。
金
融
取

引
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
規
制
を
作
り
、

そ
れ
を
的
確
に
運
用
し
て
い
く
に
は
、

政
府
当
局
と
民
間
の
双
方
に
人
的
資
本

の
蓄
積
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人

的
資
本
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
っ
と
も
不

足
し
て
い
る
。
金
融
部
門
の
改
革
は
、

人
材
育
成
も
含
め
長
い
道
の
り
の
端
緒

に
着
い
た
ば
か
り
だ
。

（
く
ぼ　

こ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

ジ
ェ
ト
ロ
・
バ
ン
コ
ク
事
務
所
）

《
注
》

⑴ 

通
貨
供
給
量
と
は
、
狭
義
に
は
、
市

中
に
流
通
す
る
現
金
通
貨
残
高
と
要

求
払
預
金
の
和
（
Ｍ
1
）
で
あ
り
、

広
義
に
は
Ｍ
1
に
定
期
性
預
金
を
加

え
た
和
（
Ｍ
2
）
を
指
す
。

金融部門の改革の評価と展望  
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